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北海道では冬鳥として普通に観察されるアビ
Gavia stellata は（日本鳥類目録編集委員会，
2000），利礼航路上においてオオハムG. arctica と
ともに記録されてきた（杉村，2004; 2005）．そ
の一方，利尻島沿岸部においては近年オオハム，
ハシジロアビG. adamsii は確認されているものの
（小杉，2000; 小杉ほか，2005），アビの観察記録
はこれまで非常に稀で，最近の観察例はなかった
（Brazil, 1991）．筆者は 2006 年と 2007 年に本種
を利尻島南部の海岸において確認することができた
ので，ここに報告する．

最初の観察は 2006 年 11 月 24 日に，利尻富士
町二石地区の沖合 50～ 100mにて 1羽を確認する
ことができた（図 1）．波の高さ 5mを超える時化
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の中，ウミアイサ，シノリガモ，ウミウ，カモメ
類等と群れながら，頻繁に潜水行動を繰り返してい
た．大きさはオオハムより少し小さく，首はほっそ
りと長めに見えた．反り返った嘴，背上面に白い小
班が見られ，額，頭頂，後頸までが灰褐色で，頬，
喉，胸，腹部下面が白く，成鳥冬羽と思われた（真
木・大西，2000）．

次は 2007 年 10 月 24 日から 26 日にかけて，利
尻富士町二石地区海岸および沖合 10～ 100mの距
離に 1羽を観察した（図 2）．海岸の岩陰より観察
を行ったところ，波打ち際付近ではユリカモメ，ウ
ミアイサ，ウミウ，ヒメウと混じり，潜水行動を繰
り返していた．その後，筆者の姿に気付き沖合へと
飛翔したが，約 15 分後には再び泳いで波打ち際ま

Figures 1-2. Gavia stellata. 1. Nov. 24, 2006; 2. Oct. 24-26, 2007.
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でもどった．本個体も反り返った嘴などの特徴から
アビと判断されたが，成鳥冬羽とは異なり，頬や
喉が白くなく灰色を帯びており，幼鳥と思われた
（Harrison, 1983; Jonsson, 1993; 真木・大西，
2000; Sibley, 2000; Svensson, 2000）．
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